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フラワーフェスティバル参加 
                                               エイズ医療対策室  精神社会福祉士 村上 英子 
 

 日頃患者様の生活相談を受ける私ソーシャルワーカーは、仕事の悩みを聞く場面によく遭遇します。上司 

との関係や今の自分にはハード過ぎる仕事内容で仕事を変えたいと思っている方、そして仕事を探したくて

もどの様に探したらいいのか分からない方,等相談内容は様々です。一般的に仕事の相談をする機関としては

ハローワークが広く知られていますが、障害や病気を持った方々に対して専門相談員が相談者の障害や疾病

特性に沿って相談に乗ってくれる障害者就労支援移行事業所という機関もあります。この就労移行支援を 

利用するにはハローワークと違い利用料が発生しますが、負担が大きくならないよう市町村が利用料を一部

助成してくれます。支援内容は各個人に合わせて、コミュニケーションに自信が無くいつも面接で力を発揮

出来なければ、まず人に自分の事を分かりやすく伝える訓練等から始めます。  

 就職先は一般雇用、障害者雇用、福祉就労等様々で、社会に繋がる生活を送ることは人生をより豊かに

し、孤立を防ぐことが出来ます。 

今回、広島市の就労移行支援事業所の有志が5/3～5/5に開催された広島 

フラワーフェスティバルで一般市民に向けて障害者が働きやすい社会を訴える

啓発活動ブースを設置されました。日頃から地域社会貢献活動をされている 

医療法人社団せのがわさんが主になり当院エイズ医療対策室にもお声をかけて

いただき、HIV診療グループから池田看護師、石井薬剤師、杉本臨床心理士、 

そしてソーシャルワーカー村上の４名で参加しHIV検査啓発と、HIVと就労に 

ついてのパンフレットを配布してきました。ブースでは子どもから大人まで 

自分の周りのコミュニティに向けての想いや、こうなって欲しい、こうなり 

たいという気持ちを絵馬に書いていただき、『人と人が繋がれますように』、 

『幸せな町をつくろう』等多くの想いを受け取ることが出来ました。エイズ 

医療対策室では日々就労支援を行うにあたり、対策室だけで支援するのでは 

なく、社会資源の情報提供を行い患者さん自らが社会資源を選択して社会に 

溶け込めることが出来るよう心がけています。障害者雇用が進む今、助けが 

必要な人を身近で支えていくことが出来るのは私たち一人ひとりであり、 

それぞれのコミュニティ内での思いやりが大きな社会を構成しているのだと 

実感できたイベントでした。 
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平成29年度HIV診療チーム 

新メンバー紹介 

薬剤部 石井 聡一郎 

 はじめまして。今年の1月よりチームに加わりました石井と申します。もともと製薬メーカーで 

新しい一般用医薬品の開発を行っていましたが、臨床現場で直接患者様と会話しながら薬物療法に 

携わりたいと強く思うようになり、一昨年の11月より薬剤師として働き始めました。チームに入って

日も浅く毎日が勉強ですが、服薬指導を通して患者様の薬物療法に貢献できればと考えています。 

 趣味はカープ観戦とクラリネットを吹くことです。今年も月1回以上はマツダスタジアムに足を 

運んで応援予定です。今年も優勝できるように全力で応援します！！ 

 これからよろしくお願いいたします。 

派遣カウンセラー 黄 寛美 

 今年度より派遣カウンセラーとしてエイズ医療対策室のメンバーとなりました、臨床心理

士の黄寛美です。今までは福祉領域である放課後等デイサービスで、発達障がいを抱える 

児童の療育に携わってきました。これまでの経験を踏まえつつ、医療領域の知識をしっかり

身に着けて、出会う方のお役に立てるよう支援を行っていきたいと思っています。よろしく

お願いいたします。 

看護部 宮原 明美 

 4月から9階西病棟よりⅠ外来に異動となりHIV実務担当者の一人として活動していくことになり 

ました宮原明美と申します。私は院内のエイズワーキング活動に参加してあっという間に10年以上 

が経ちましたが異動となって、初めましての方、初めての出来事がたくさんあり身も心も新人の気持ち

で日々過ごしております。初心に帰るという事で記憶を辿りますと、十数年前、外国人のHIV母子感染

患者入院があったときにはまさに手探りの対応で、感染隔離で個室入室とし、入室時にはガウン 

・マスク・手袋・帽子着用の完全防備状態で、日本語が通じない母と乳児に身振り手振りで対応し、 

抗HIV薬の内服介助をしていた事を思い出します。あの時の親子に思いを馳せると、内服治療もチーム

医療も目覚ましく進歩発展した今日に感謝の思いが沸いてきます。初心を忘れずにこれからの看護に 

尽力していきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

よろしくお願い

します！！ 
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新薬紹介 

エイズワーキンググループ 
 こんにちは、エイズワーキンググループです。 

 私たちは、HIV/AIDS診療に関わる看護師が、課外活動として有志で活動しているグループです。今年度は15

名での活動スタートとなりました。HIV/AIDSに関する最新情報をもとに知識を深めたり、看護実践能力を高め

ることを目的に、自分たちのペースで活動をしています。今年度は、例年の研修協力や検査イベントの参加以外

に、自分たちの興味のあるテーマで勉強会を開催予定です。新しいメンバーも随時募集中です。是非、一度定例

会を覗きにいらっしゃいませんか？ 

 

 定例会   

日付：5月11日・7月13日･9月14日･12月14日･      

   2月8日（木） 

時間：17:30～18:30 

場所：入院棟3階カンファレンスルーム 

「プレジコビックス配合錠」                             

ダルナビル、コビシスタットの配合錠で、プリジスタ 

ナイーブ錠とノービア錠の代わりのお薬です。 

飲む錠数が少なくなります。 

 

   

 ＋    

 
 

プリジスタナイーブ   ノービア 

 

 

●基本情報 

・一般名（成分名）：ダルナビル/コビシスタット 

・分類：プロテアーゼ阻害剤 

●服用方法 

・服薬方法：1回1錠を1日1回 

・服薬時間：食事中または食直後 

・保管方法：室温 

●主な副作用 

・症状：発疹、吐き気、下痢、頭痛、倦怠感、脂質異常 

●注意事項 

・空腹時は薬の吸収が悪くなります。 

・食後服用ですが、食事の内容は特に問いません。 

 (食事量の目安：250kcal) 

・併用してはいけない薬や注意を必要とする薬があるので、 

 併用禁忌・注意薬リストを確認しましょう。 

「デシコビ配合錠LT」「デシコビ配合錠HT」 
エムトリシタビン、テノホビルアラフェナミドの配合錠

で、ツルバダ配合錠の副作用を軽減したお薬です。 

錠剤の大きさがかなり小さくなりました。 

 

 

                         

 

 

 

 

●基本情報 

・一般名（成分名）：エムトリシタビン/テノホビルアラ

フェナミド 

・分類：核酸系逆転写酵素阻害剤 

●服用方法 

・服薬方法：1回1錠を1日1回 

・保管方法：室温 

●主な副作用 

・症状：吐き気、下痢、頭痛、疲労、放屁 

●注意事項 

・食事の有無に関係なく服用できます。 

・腎機能低下により処方変更される場合があります。 

・慢性B型肝炎を合併している場合は、本剤中止後のB型  

   肝炎の悪化に注意して下さい。 

・B型肝炎治療薬（ゼフィックス、テノゼット）を服用し  

  たことのある人は必ず申し出てください。 

プレジコビックス 

もしくは 

ツルバダ デシコビLT デシコビHT 
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平成29年度研修案内 
是非ご参加を！！ 


